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はじめにはじめにはじめにはじめに

この度はトヨタハイブリッド車用　車速連動ＥＶボタン制御装置をご購入いただき誠にありがとうございます。

本機を取り付ける際は、予めバッテリーのマイナス側ターミナルを取り外し、感電、短絡事故が発生しないよう、充分に気をつけて作業を

行ってください。 短絡（ショート）を発生させると最悪の場合、各種ＥＣＵ（車に装着されているコンピュータ）が破損し走行不能に陥る

ことも予想されます。 充分予備知識を蓄えた上で、取り付け作業にとりかかるとこをお勧めします。  

 また、取付けに関するサポートは出来る限りさせていただきますので、お気軽にメールをください。 

車種毎の配線図を車を購入されたディーラから入手されると、より具体的なサポートが可能となりますので、

ご一考願います（必要な部分は、ＥＶボタン周り、ナビ配線周りの配線図です）

それでは、本機が快適なカーライフの一助となれば幸いです。

動作仕様動作仕様動作仕様動作仕様
本装置の動作仕様は、下記のとおりとなります。

◎ＡＣＣオン後、強制的にＥＶモードに移行するか移行しないか選択可能です。

◎車速ゼロ検知後、ＥＶボタンを自動的に有効にし、直ちにエンジンを停止させます。

　※車両ＥＶボタンを押した時にＥＶモードに移行できる状況に限ります。

◎停止時から走行に移行しても、時速約３０ｋｍ以上に車速が上がらずに、再度停車した場合はＥＶボタン操作をキャンセルします。

　街乗り時の”ＳＴＯＰ＆ＧＯ”による不要なスイッチ操作を防止するためです。

※※※※本装置本装置本装置本装置はははは１２１２１２１２VVVV車専用車専用車専用車専用ですですですです。　。　。　。　１２１２１２１２VVVV車両以外車両以外車両以外車両以外にはにはにはには取付取付取付取付けできませんけできませんけできませんけできません。。。。

※※※※本装置本装置本装置本装置がががが対象対象対象対象としているとしているとしているとしている車両車両車両車両はははは、ＥＶ、ＥＶ、ＥＶ、ＥＶボタンボタンボタンボタン装着装着装着装着のトヨタのトヨタのトヨタのトヨタ製製製製ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド車両車両車両車両となりますとなりますとなりますとなります。　。　。　。　

免責事項

装着の着手を以って、ご了解いただいたものとさせていただきます。

１．本装置の装着はすべて自己責任のもとで実施願います。　

２．本装置装着による結果、または装着過程において、どのような事態に陥っても当社に責は無いものとします。

トヨタハイブリッド車用　車速連動ＥＶボタン制御装置　取り付け説明書

ＥＶモード自動ＯＮ

ＥＶモード自動ＯFF

走行中ＥVがＯＦFの時

ＥＶモード自動ＯＮ

ＥＶモードＯNの時

ＥＶモードＯＦFの時

約３０キロ以上の速度で走行

走行中ＥＶがＯNの時ＥＶモードＯNの時

ＥＶモードＯNの時 ＥＶモードＯNのまま

ＥＶモードＯＦFの時 ＥVモードＯＦＦのまま

約３０キロ以下の速度で走行

START直後のEVモード移行は選択可能

出荷時 ループ線切断時



取取取取りりりり付付付付けけけけ手順手順手順手順

※取り付けにはテスターまたは検電ペンが必要です。

※作業開始前に　装置配線図　を良く御覧いただき、各配線の接続先についてご理解お願いします。

＜ＥＶ＜ＥＶ＜ＥＶ＜ＥＶボタンボタンボタンボタン周周周周りのりのりのりの配線接続配線接続配線接続配線接続＞＞＞＞

１．ＥＶボタン裏の配線にアクセスできるようにインパネ類を外します。

２．テスターにて　ＥＶボタン裏の配線を確認し、下記の信号配線を探し出します。

　ＡＣＣオン状態で、通常は１２Ｖまたはオープン（どこにも繋がっていない状態）となっており、ＥＶボタンを

　押している間のみ、ボディーアースと短絡する配線。

３．探し出したＥＶボタン信号配線に装置の該当する配線を接続します。

　※ＥＶボタン信号線は　切断しません。　装置の配線を　Ｙ結線　となるように接続してください。

＜＜＜＜そのそのそのその他他他他のののの配線接続配線接続配線接続配線接続＞＞＞＞

１．走行時にパルス信号が出力される配線を確認します。

 ※本装置に装着されているＬＥＤは車速信号確認用のものです。車両停止時に点灯、走行時に点滅していれば正常に車速信号が

    入力されています。

走行中に運転者がＬＥＤを確認するのは大変危険です。必ず同乗者に確認してもらうようにしてください。

２．キーがＡＣＣ位置の時、＋１２Ｖが流れる配線を確認します。

上記配線の位置は車種によって異なりますが、ナビ装着車はナビ裏から取れる場合が多いです。

３．上記配線に装置の対応する配線を結線します。

　※上記　車両側配線は　切断しません。　装置の配線を　Ｙ結線　となるように接続してください。

４．装置のボディーアース線を車両のボディー金属部に接続します。

※確実にボディー金属部に接続してください。塗装部分や、ドア金属部は導通していないのでボディーアースとなりません。

５．起動直後に強制的にＥＶモードに移行させたい場合は、ＭＯＤＥ選択ループ線を切断してください。

６．装置本体を、外力が加わらない場所、水滴が掛からない場所、結露しにくい場所（エアコン噴出し口はＮＧ）にタイラップ等で固定します。

以上で終了です。　お疲れ様でした。

配線説明図配線説明図配線説明図配線説明図

ＥＶボタン
制御装置

赤色

黒色 　ボディーアース（車体の金属部分に接続してください）

ドア内部に装置を設置する車両の場合、ボディーアースはドア金属部分に接続せずに、任意のバッテリーマイナス配
線か、ドア以外の金属部に接続してください。　ドア金属部は電気的に導通していない場合があり、正常動作しない場
合があります。
本線は必ず接続する必要があります

　　ＡＣＣオンのときに＋１２Ｖが出ていて、キーオフと同時に０Vとなる線に接続してください。

車速信号線　走行時パルス出力

ＥＶボタン信号線
ＥＶボタンを押している間だけボディーアースと短絡する線と接続してください
本線は必ず接続する必要があります。

白色

橙色

ＥＶボタンＥＶボタンＥＶボタンＥＶボタン

ＥＶボタン配線
押している間だけ
ボディーアースと
なる配線

接 続

車速に応じたパルスが出力される線に接続します（ナビゲーション装着車両ですと、ナビ裏に信号配線がある場合が
あります）
本線は必ず接続する必要があります

車速確認用
LED

スイッチ ヒューズ

ＡＣＣ電源

※装置の主電源です。
※装置自体のON/OFFスイッチを付ける場合は、この線に割り込ませてください。
※ヒューズ（3Ａ程度）を付ける場合は、この線に割り込ませてください。
本線は必ず接続する必要があります

ＭＯＤＥ切り替えループ線
紫色

起動直後にＥＶモードへ強制移行させたい場合は本線を切断してください紫色


